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ゆたかな心をはぐくむ
117 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

　武蔵ヶ丘中学校（田嶌浩紀校長、生徒数839人）は、「夢の実

現に向けて挑戦　そして　前進」を教育目標に掲げ、授業だけ

でなく、部活動やボランティア活動などの教育活動も極めるた

め、力を入れています。

　本校で行われた熊本県中学校社会科研究大会の授業では、

「子育てしやすい菊陽町」の政策を提案するなど地域に根ざし

た教育も行っています。また、地域未来塾やジュニアボラン

ティア養成講座など、地域の皆さんに支えられて活動を行って

います。

極める

「子育てしやすい菊陽町の政策」について話し合う生徒
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　「ひとりの友だち」は熊本県人権教育研究協議会
編集の人権教育副読本「きずな」に掲載されていま
す。全文は掲載できませんが、学びを共有するため
に紹介します。

…略…初めに直樹にいちゃんの太鼓を聞かせてもら
いました。「げんこつ太鼓」は小学校二年生から始
めたそうです。練習が終わるとその頃のことを話し
てくれました。

　小学校三年生の時、なかのいい友だちの伸二から
オレの住んでる大井を指して「大井うらんどる」っ
て言われた。「今の何？」って聞いていったけど、
伸二は部落差別したことに気づいていなかった。い
やだった。ショックだった。一年生の時から、人権
集会のたびに前に立って発表してきたのにと思った
けど、伸二と二人で、学習会のことや部落差別のこ
とを話していなかったことに気がついた。オレたち
は学習会のなかまと何度も考え、伸二に伝えたいと
思った。伸二と話し合いをしたいけど、昼休みには、
みんなでサッカーしたりいつも一緒に遊んでいたか
らとても言いづらかった。伸二も遊びたいけん乗り
気じゃなかった。「話そう」と誘うと「しつこい」
とも言われた。でも、「大井うらんどる」というこ
とはなかのいいオレのことも含めて差別しているん
だと分かってほしかった。個人を指して「あいつ、

むかつく」ではなく、大井を指して言うことは、ど
んなに「おまえのこと、言ったんじゃない」と言っ
ても「オレのことだ」と気づかせにゃん。自分が
勉強してきたこと話さにゃん。オレはそういう勉
強してきたから分かるけど伸二はしてきていな
い。だからこそあきらめたくなかった。分かって
くれるためにオレから心をひらいて、話し合いを
重ねていこうと思った。何日目かの昼休み伸二は
やっと「一年生の頃、サッカーで、オレが大井の
上級生にタックルしたら「へたくそが！」とばか
にされた。それがずっと嫌だった。だけん、『う
らんどる』て言うた」と話してくれた。それを聞い
た伸二とオレたち学習会のなかまは、その上級生
のところに出かけて行った。しばらくたった人権
学習の時間、「このクラスに部落差別があると思
いますか？」という問いかけに「あると思う。だっ
てぼくが『大井うらんどる』と言ったからです」
と答えた。その後、オレたち、高校は別々になっ
たけれど互いに何でも相談していった。…略…
　この中にもいじめを受けた人、心をひらけない
人、きついことを相談できないでいる人がいると
思う。一人で考えているより、みんなに話したら
いい。どんなに楽で心強いか。一人でもいいから、
そんななかまをつくってほしい。オレにとっての
伸二みたいな友だちをつくってほしい。
　…略…

武蔵ヶ丘中学校

「人権学習で学んだこと」 武蔵ヶ丘北小学校　６年　田﨑　叶
か

奈
な

　わたしは人権学習で「ひと
りの友だち」という話を聞き
ました。そこでわたしが学ん
だことは二つあります。
　一つ目は、何を言われても
あきらめないことです。わた
しは友だちからひどいことを
いわれたことがありました。
そして友だちに「話し合おう」
と何回も言いました。でも、

その友だちは聞いてくれなくてわたしも言うのがつら
くなってしまいあきらめてしまいました。でもこの話
は何を言われてもあきらめないでその人と話し合うこ
とができました。わたしもまたこういう事があったら
その人が聞いてくれるまで何度も何度も聞きたいです。
　二つ目は、謝るのではなく話し合うことです。わた

しは友だちとケンカやもめごとなどをすると謝って解
決するぐらいしか方法がなかったけど、この話は謝っ
て解決するのではなくその人と話し合って解決してい
ました。だからこれからケンカやもめごとなどをした
ら謝って解決するのではなくその人と話し合って解決
したいです。
　わたしは「ひとりの友だち」の学習をして本当の友
だちとはお互いに何でも相談し、協力ができる事だと
思いました。
　これからは、ひどいことを言われたらあきらめずに
何でそういう事をしたか聞いたり、謝るのではなくそ
の人に伝えて話し合って解決したいです。

（先生より）この学習をとおして、友だちについてしっかり
考えることができましたね。互いの思いを伝え
合い、「本当の友だち」を作っていってください。

伝え、話し合うことを大切に


